
病んでいる人の人権を尊重し、健やかで心豊かな社会をつくるための医療を提供します。基本理念

基本方針 Progressiveness 常に向上心を持ち何事にも積極的に、前向きに対処する
Hospitality 医療される方々の立場に立った、満足の得られる医療を行う
Superiority 質の高い、高度な医療を目指す
Rationality 合理的で、無駄のない医療、および医療経営を行う
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　私が当院の病院長として就任して以来、３期に分けて取り組んできました大型規模施
設整備（ＨＣＵ、ＯＮＢ、全室個室の新病棟、栄養管理棟および腎センター・健康管理セ
ンター棟）が、平成２８年１０月を以って全て完成しました。施設整備にあたり、地域住
民、地域医師会、関係大学、共済組合関係者、その他多くの関係者の皆様方のご支援とご
協力に心から感謝申し上げます。

　さて、平成２９年度に行うべき主な取り組みについては次のとおりです。
　第一に、当院では厚生労働省が提唱する５疾病５事業のうち「がん診療」と「救急医療」
を柱とした急性期医療を展開していますが、今年度においては、「緩和ケア病棟」の開設
（平成３０年２月予定）に向け病棟の改築を進め、総合的ながん診療のさらなる充実を図
ります。
　また、近年新設したＩＣＵ（８床）、ＨＣＵ（１６床）の稼働状況は順調で、年間救急搬
送件数も約５，０００件を超え順調に推移しています。
　さらに、腎センター棟の完成に伴い平成２９年１月から外来での透析を開始し、腎疾
患のトータル的なケアが可能となりました。

　第二に「公立学校共済組合の職域病院」としての役割を果たすべく、健康管理センター
棟の完成により受診環境が著しく向上し、組合員及び受診される方に対してより良い
サービスの提供が可能となりました。
　また、教職員の方々のメンタルヘルス相談事業の充実を図るために、平成２９年３月
には外来棟２階旧健康管理センター跡地にメンタルヘルスセンターを移設・改築し、平
成２９年４月にはメンタルヘルス相談員（臨床心理士）２名を増員しました。

　当院は、地域住民と共済組合員の双方にとって役立つ病院であると同時に、地域の医
療機関から信頼される病院、さらに病院職員にとって働きやすい病院となることを目指
しています。今年度も、この究極の目標を達成するべく、職員一丸となって努力してまい
りますので、引き続き皆様のご指導ご鞭撻とともに、ご支援の程よろしくお願い申し上
げます。
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　慢性腎臓病(CKD )は 1,330万人（成人の８

人に１人）が患者と推測され、新たな国民病

と言われています。自覚症状がないまま進行

し、末期になると透析や移植治療が必要です。

このCKDの基礎知識、治療法、予防等につい

て説明します。

〇CKDとは

　慢性腎臓病は腎臓の機能が慢性的に低下し

ていく状態を指します。固有の病名ではなく、

病気の概念です。

　腎臓の中には、糸球体という毛細血管の集

まりがあり、血液を濾過し、必要な成分や水

分は体に残す一方、不要な老廃物と水分を尿

として体外に排出します。正常では 1分間に

100m l濾過する能力があります。

　慢性腎臓病は厄介なことに、なかなか自覚

症状が出ません。濾過能力が正常の 10％を下

回ってようやく体のかゆみや倦怠感、食欲不

振などの症状が現れます。このため、早く発

見し早く治療することを目的に定義されたも

のがCKDです。血液,尿の検査により、濾過

能力が 60％を切るなどの条件が該当すれば

CKDと診断されます。

〇原因

　腎炎など腎臓自体の疾患のほか、高血圧や

糖尿病などの生活習慣病や喫煙などと密接な

関係が指摘されています。生活習慣病により

動脈硬化が進むと糸球体の毛細血管が詰まっ

たり、傷ついたりして、濾過機能が低下しま

す。低下すると余分な塩分・水分を排出でき

ずに血液量が増加して血圧が高くなり、さら

に動脈硬化が進行するという「負の循環」に

陥ります。

〇治療方法

　傷ついた腎臓は再生できませんが、進行を

止めたり、遅らせたりすることは治療で可能

です。しかし末期になると、透析や移植など

の自分の腎臓の代わりとなる治療（腎代替療

法）を受けなければ、生存できません。血液

透析は血液を体外に出して透析器で老廃物を

取り除き、体に戻します。週３回、１回５〜

6時間病院で受ける必要があり、日常生活に

負担がかかります。腹膜透析は１日３〜４回、

自宅で患者さん自身がお腹の中に透析液を入

れて行う治療です。通院は月１回程度で、毎

日行う治療のため体にやさしい治療法といえ

ます。

　日本は元々高齢化が進んでいますが、透析

患者も高齢化しています。一方で最近は、糖

尿病を放置した末に慢性腎臓病になる若い方

も目立ちます。

〇予防法

　日常生活の中で塩とたんぱく質を減らす努

力をしてください。また、定期的に健康診断

を受けて、検尿異常や腎機能障害がないかみ

ていくことも重要です。早期発見、早期治療

が何よりも大切です。

〇腎センター棟が稼働しています

　当院の腎センター棟が平成 29年１月 23日

から稼働を開始しました。腎センターでは、

検尿異常から腎不全まで幅広く診療できます。

腎臓内科部長　水政　透

慢性腎臓病
（CKD）について
慢性腎臓病
（CKD）について
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また、１つのフロアに入院病棟、腹膜透析室、

血液透析室を備え、一貫した治療が可能です。

さらに、外来維持血液透析を開始し、これま

で以上に充実したシームレスな（途切れのな

い）医療を提供できると考えています。（写真）

PD外来１

HD室１

PD外来２

HD室２

個別透析室
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　当院の健康管理部門は、結核に代わって増加する成人病（現在の生活習慣病）に
対応するため、昭和 47 年成人病センターとして発足し昭和 57 年に健康管理セン
ターと改称しました。平成10年当時の赤木副院長の指導のもと大規模な改革が行
われ、現システムの基礎が築かれました。この度、手狭となった受診環境の改善を
図るため、外来棟２階に分散していた設備をまとめて旧病棟跡地の新棟 1 階に移

転し、平成29年１月11日リニューアルオープンとなりました。健康管理センターの移転によって、
外来棟の混雑も少し緩和されることと思います。

　簡単に新しい施設を紹介いたします。写真１は救急外来近くの外来棟側から見た健康管理セン
ター入口です。（腎センター（２階）へは右のエレベーターをご利用下さい。）センターに入ってす
ぐに受付カウンターがあります（写真２）。受付の対面に更衣室・休憩室があり、休憩室にはリク
ライニングチェア、給茶機を設置しています（写真３）。写真４は中央の健診フロアです。案内に
従って巡回していただきます。午後はこのフロアを利用して宿泊ドックの集団指導を行っていま
す（写真５）。写真６は組合員の特定保健指導に用いる指導室です。放射線科、胃内視鏡、婦人科の
検査はこれまで同様外来棟で行いますが、その他は会計までセンター内で実施出来るようになり
ました。またドックのユニフォーム、備品、一部の検査機器も更新されました。

　当センターでは公立学校共済組合員の人間ドック・特定健診、脳ドック、協会けんぽ健診、企業
健診を行っています。３～５月は一般の方のドックも受け付けております。就労就学時の健康診
断は行っておりません。年間の総利用者数は約8000名となっています。

　最近の週刊誌には「病気は早く見つけるほど早く死ぬ」といった健診や早期発見を軽視する残
念な記事が見受けられます。最長寿県となった長野県は、保健師・保健補導員による健診受診勧
奨や肥満防止等に関する活動が長寿化に貢献したといわれています。都道府県別の平均寿命差に
は生活習慣病の患者率が最も影響しています（社会保障研究 2015）。健診は生活習慣病を早期に
チェックする良い機会です。確かに“受けっぱなし”の健診は、記念行事や記念撮影でしかないで
しょう。健診を活用しながら生活習慣を見直し、健康長寿を目指しましょう。
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がんサロンとは・・・
がんを患ったことがある患者さんやそのご家族であれば、どなたでも参加できます。毎回、講師
を変えてミニレクチャーをしています。レクチャーの後に病気のこと・治療のことなど何でも
自由に話してみませんか。お気軽にご参加下さい。

年間計画

場　　所　入院棟２階　患者ラウンジ
開催時間　午後２時～３時30分
予　　約　20人程度（先着順）

お電話頂くか、医療スタッフにお声かけ下さい
当日の参加も可能です

申し込み・お問い合わせ
九州中央病院　がん相談支援センター
TEL：092−541−4936（平日 午前９時～午後４時）

詳しいお知らせは、ホームページをご覧下さい

れんげ草の花言葉
“心が和らぐ”

がんサロンの風景

日　　程 ミニレクチャー 講　　師
平成29年　５/25（木） 治療中の食事 管理栄養士

７/27（木） 抗がん剤の副作用 がん化学療法看護認定看護師
９/28（木） 緩和ケアに活かす心理療法 心療内科医師
11/16（木） 医療用麻薬 薬剤師

平成30年　１/25（木） 放射線治療について がん放射線治療看護認定看護師
３/22（木） 緩和ケアについて（仮） 緩和ケア科医師

庶務課からのお知らせ

　平成２８年１２月１５日に地域住民の方々４１名をお迎
えし、第５３回地域住民の方々との懇談会を開催しました。
　今回の健康講話は「冬場にはやる感染症～正しい知識
で、インフルエンザ・ノロウイルスに備えましょう～」と
題し、総合内科医長 古賀恒久医師が担当しました。インフ
ルエンザとノロウイルスの特徴やかからないためにはどの
ような対策をすればよいか、様々なイラスト等を用い、説
明しました。
　今後も地域住民の方々との懇談会を通して、地域住民の
方々の健康維持に役立つ情報を提供していきます。
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　先生方をはじめスタッフの皆様には大変お世話になっております。

　渡辺内科医院を継承し整形外科を始めて 17 年が経ちました。外来、

入院 8 床にデイケアを併設し、理学療法に力を入れ「患者様を元気にす

る事」に努めております。写真は100 歳になられる患者様で、今でも

元気に歩かれています。今後とも宜しくお願いします。

　地域の皆様が「安心して頼れるクリニック」を目指し、2014 年 10

月に開業いたしました。内科全般はもとより、消化器系、特にウイルス

性肝炎などの肝臓病に力を入れています。血液検査、腹部超音波（エ

コー）、胃カメラなども完備しています。九州中央病院にとても近く、

多くの患者様を連携させて頂いて大変感謝しております。

吉兼　誠

〒815-0032　福岡市南区塩原一丁目4-21

TEL 092-554-3500　FAX 092-554-3501
http://yoshikane-cl.com

内科・肝臓内科・消化器内科

月火水金　9：00〜13：00　14：30〜18：00
木土　　　9：00〜13：00　日・祝休診

南島広治

〒811-1324　福岡市南区警弥郷三丁目2-3

TEL 092-581-0033　FAX 092-581-3358
http://najima-orthopedie.com

整形外科・リウマチ科・リハビリテーション科

月〜金　9：00〜18：00（昼休み 12：30〜14：00）
　　　　（水曜午後は代診）、
土　　　9：00〜14：00（月2回は代診、診療13時迄）

　平成 29 年２月に新築移転しました。平成 11 年の開院以来、認知症

診療を主として行っています。併設の通所リハビリテーションでは軽度

の認知症の方のリハビリを、認知症通所介護では少人数で中等度〜重度

の認知症の方の介護を行っています。

院長 芹川佳代子　常勤医 大谷まどか

〒815-0082　福岡市南区大楠二丁目15-28

TEL 092-534-5151　FAX 092-534-6838
http://www.monowasure-mc.dr-clinic.jp

精神科

月〜金　9：00〜12：30　13：30〜17：00
土　　　9：00〜12：30　日・祝休診

（診療は予約制です）
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夫婦石病院 外観

外観南西面夜景

リハビリ室病　　室ロビー

医療法人 社団誠仁会 夫婦石病院　院長　飯田武史

　九州中央病院のスタッフの皆様には、患者さんを中心に

して日頃より柔軟かつ確実な連携をしていただいており感

謝しています。また今回当院の紹介をさせていただく機会

をいただき感謝申し上げます。

　当院は南区桧原に立地し、内科・リハビリテーション科

を標榜しています。病床数は 175 床（内訳は一般 35 床・

地域包括 16 床・回復期リハビリ 32 床・医療療養 32 床・

障害者一般 60 床）となっています。

　ここ 10 年ほどで南区の医療体制は九州中央病院など急

性期病院をピラミッドの頂点とした、亜急性期から療養ま

での病院そしてクリニックの先生方へと繋がるしっかりと

した連携が構築されてきました。その中で当院としては亜

急性期から療養までの患者さんを対象に、地域が求める医

療、さらには患者さんに親身に関わりながら質の高い医療・

介護サービスを提供する事を常に考えその役割を担ってい

ます。当院の特徴は回復期リハビリ病床数に対しリハビリ

スタッフを十分に配置していることが挙げられます。また、

入院患者さんお一人おひとりに医療ソーシャルワーカーを

担当させるとともに患者さんが在宅復帰される際の様々な

問題点を多職種のチームで考察し、解決につなげる取り組

みも行っています。

　今後、超高齢化社会が進む中で、地域が求める医療・介護の変化にも順応しながら当院が担える分野での

質の向上とサービスの充実を病院スタッフ一同で考え、邁進する所存でありますので、今後とも宜しくお願

いいたします。

ホームページ：http://www.meotoiwa.com

飯田武史
〒811-1355　福岡市南区大字桧原853-9

TEL 092-566-7061　FAX 092-566-7065
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当院にご入院中の患者さんへの‘お見舞いメール’をお受けしております。 
お受けしましたお見舞いメールは、当院にて印刷して患者さんにお届け
いたします。

＜メッセージお届けの流れ＞
病院のホームページの「患者さんへ」から‘お見舞いメール’をクリックし、フォームに必要事項と
メッセージを入力して送信してください。

※ホームページに記載のご利用規約に同意いただいたうえで、本サービスをご利用ください。

平日10時までに受けとったメッセージ

平日10時以降に受けとったメッセージ
土日・祝日に受けとったメッセージ

当日に患者さんへお届けします。
（都合により、翌日になることがあります）

翌日または土日・祝日以降の平日に患者さん
へお届けします。

お見舞いに
行きたいけど
行けない方

遠方で
すぐに行けない方 面会制限のある方

日頃の想いを
メッセージで
伝えたい方

看護部からのお知らせ

　地域の皆さまに健康的な毎日を過ごしていただけるよう、わかりやすい健康講座を開催しております。
日程、テーマは変更させていただくことがありますので、病院ホームページもしくは病院内のポスターにて
ご確認ください。お申し込みは不要です。お気軽にご参加ください。

　地域の医療機関や介護施設等で必要と思われるテーマに最新のトピックスを加えた講座を計画しております。
詳細が決まりましたら、改めてご案内いたします。病院ホームページにも掲載いたしますので、ご確認ください。
多数のご参加お待ちしております。

～ 出張講座のご案内 ～
　当院では上記テーマでの出張講座も承ります。日程や会場、対象人数など、
お気軽にご相談ください。

日時：第３水曜日  午後１時～２時

会場：九州中央病院  ２階ラウンジ

お問合せ先：地域連携室　古賀
　　　☎092−541−4936
　　　（平日午前9時～午後5時）
※日時、場所は変更する場合が
　あります。

会場：九州中央病院　（詳細未定）

お問合せ先：九州中央病院
　　　　　　地域連携室　古賀
　　　☎092−541−4936
　　　（平日午前9時～午後5時）
※出張講座のお問合わせも
　随時承ります。

ご案内

ご案内

日　程 テーマ 講　師

H29.  5.17 この時季に知っておきたい食中毒の予防 感染管理認定看護師
H29.  6.21 自分らしく過ごすための食事と栄養 管理栄養士
H29.  7.19 熱中症予防 急性・重症患者看護専門看護師
H29.  9.20 放射線治療による皮膚炎 がん放射線療法看護認定看護師
H29.10.18 抗がん剤の種類と副作用について がん化学療法看護認定看護師
H29.12.20 がんの痛みについて

もっと身近に緩和ケア
がん性疼痛看護認定看護師
緩和ケア認定看護師

H30.  1.17 認知症になった方への関わり方 認知症ケア専門士

開催時期 テーマ 講　師

H29.  9月頃 褥瘡予防とその対策 皮膚・排泄ケア認定看護師

H29.10月頃 誤嚥性肺炎予防
～経管栄養の方法について～ 急性・重症患者看護専門看護師
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還付金詐欺被害防止のキーワード
「お・か・し・い・な」

還付金詐欺被害防止のキーワード
「お・か・し・い・な」

お

か

し

い

な

福岡県南警察署 092-542-0110

　福岡県警では、県民の皆様の安全安心をサポートするスマートフォン用ア
プリ「みまもっち」の配信をスタートしました。
　「みまもっち」は、女性や子どもが被害に遭いやすい事件情報などが
いつどこで起こっているのかが一目で分かる防犯アプリです。
　ぜひご活用ください。
※アップル及びグーグルの公式アプリストアからインストールできます。

県警HP「みまもっち」のページはこちら⇒

ニセ電話詐欺
（福岡県内　平成２8年中）

※還付金詐欺とは「医療費や保険料が戻る」などと言って、ＡＴＭで振り込ませる詐欺をいいます。

〜南警察署からのお知らせ〜

還付金詐欺に要注意！

わたしの“みまもり”アプリ・みまもっち好評配信中！

平成28年中の
被害の約43％が
還付金詐欺！

福岡市南区内の高齢者宅にも「だましの電話」とみられる電話が多数かかってきています、ご注意ください。

おびき出す スーパーなどのＡＴＭにおびき出す

市役所や銀行員を名乗り信用させる

確認させる

信用させる

急がせる

何度もさせる

取引銀行や残高を確認させる

今日まで・期限が過ぎていると
言って急がせる

手続きに失敗したと言って
ＡＴＭの操作を何度もさせる

被害額
被害件数

６億６，５２４万円
３５２件
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科 専門分野 氏　　名 月 火 水 木 金 責任者

内　科

総合内科
古賀恒久 ◎ 予約 ●
浦　和也 ◎

糖尿病・
内分泌内科

五島大祐 予約 ◎ 予約 ●
豊永雅恵 予約 ◎ 予約
木山龍吉 ◎ 予約

消化器内科

檜沢一興 ◎ 予約 ●
藤田恒平 ◎ 予約
坂本　圭 予約 ◎
飯田真大 予約 ◎
鷲尾恵万 ◎ 予約
増原裕之 予約

循環器内科

鍵山俊太郎 ◎ ◎ 予約 ●
前淵大輔 ◎ 予約
河野　修 予約
関　拓紀 予約 ◎
樋口　優 ◎
大森　将 予約（午後） 予約（午後）

脳血管内科

竹迫仁則 予約 予約 ●
牧原典子 予約 ◎
脇坂佳世 ◎ 予約
大屋祐一郎 ◎

肝臓内科 東　晃一 ◎ 予約 ●

呼吸器内科

古藤　洋 予約 予約 ◎ ●
中島信隆 予約 ◎
中富啓太 ◎ 予約（午前）

篠崎聖兒 ◎

腎臓内科
水政　透 ◎ ●
牧　建次 ◎
三品仁美 ◎

PD 外来 完全予約 完全予約

心療内科
河田　浩 完全予約 完全予約 完全予約 完全予約 完全予約 ●
田中　祐 完全予約 完全予約 完全予約 完全予約 完全予約

禁煙外来：木 五島大祐 完全予約

精神科 精神科全般 非常勤 ○
14～17時

○
9～13時

外　科
消化器外科

池田陽一 ◎ ○ ●
足立英輔 ◎ ○ ●
中村俊彦 ○ 11 時まで

金城　直 ○ ◎
大垣吉平 ○ ◎
信藤由成 ○ ◎

呼吸器外科 斉藤元吉 ○ ○ ●
専門外来 九州大学医師 ◎

乳腺外科 乳腺外科 寺本成一 ◎ ◎ 手術日 11 時まで ◎ ●

科 専門分野 氏　　名 月 火 水 木 金 責任者
婦人科 婦人科 有働俊啓 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●

整形外科

脊椎・一般 有薗　剛 ◎ ◎ ◎ ●
脊椎・外傷・関節・一般 井口明彦 ○ ◎ ◎
膝関節・関節・手・
外傷・外反母趾・一般 濱田貴広 ◎ ◎ ○

リウマチ・股関節・
外傷・一般 西田顕二郎 ◎ ○（午後） ◎

脊椎・手・関節・
外傷・一般 今村隆太 ◎ ◎

関節外科・外傷・一般 安部大輔 ◎ ◎
関節外科・外傷・一般 堀田忠裕 ◎ ◎
関節外科・外傷・一般 安元慧大朗 ◎ ◎
リウマチ・一般 時任　毅 ○（午後） ○（午後）

皮膚科 皮膚科一般
菊池智子 ◎ 11 時まで ◎ 手術日 ◎ ●
宇佐川祐子 ◎ 11 時まで ◎ 手術日 ◎
松田友与 ◎ 11 時まで ◎ 手術日 ◎

形成外科 形成外科 西平智和 ◎ ◎ 10 時まで ◎ 手術日 ●

泌尿器科 泌尿器科一般

関　成人 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ●
宋　裕賢 ○ ◎ ○ 手術日 ◎
小林　武 ◎ 手術日
井上裕之 ◎ ◎ 手術日 ◎

眼科 眼科一般
長谷川裕平 手術日 ◎ ◎ 11 時まで ◎ ●
疋田伸一 手術日 ◎ ◎ 11 時まで ◎

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科一般 君付　隆 ◎ 手術日 ◎ ◎ 11 時まで ●

脳神経
外科 脳神経外科一般

井上琢哉 ◎ ◎ ◎
手術 /PM 九大

●
土持諒輔 ◎ ◎ ◎
野口直樹 ◎ ◎

放射線科 放射線診断一般
花田清彦 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●
添田博康 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●
中山智博 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

放射線治療 放射線治療一般 花田 /九大 予約 予約 予約 予約 予約 ●
摂食嚥下・
NST 外来

摂食嚥下・
NST 外来 金城 /竹迫 予約 予約 ●

麻酔科 麻酔・ペインクリニック 前田愛子 ◎ 予約 ◎ ●
緩和ケア外来 緩和ケア全般 中村俊彦 予約 予約 ●

歯科
口腔外科 歯科口腔外科一般

堀之内康文 予約 予約
AM 九大 
PM 院内 

医師

予約 予約 ●
佐々木匡理 予約 予約 予約 予約
碇　竜也 予約 予約 予約 予約
峯真理子 予約 予約 予約 予約

■ 一般新患・再来の受付時間 8：30〜11：00
（救急患者さんは受付時間外可）

形 成 外 科：水曜日 8：30〜10：00

■ 紹介状ご持参の方（下記以外） 8：30〜12：00
（救急患者さんは受付時間外可）

皮　膚　科：火曜日 8：30〜11：00
形 成 外 科：水曜日 8：30〜10：00
眼　　　科：木曜日 8：30〜11：00
乳 腺 外 科：木曜日 8：30〜11：00
外科専門外来：木曜日 8：30〜11：00
耳鼻咽喉科：金曜日 8：30〜11：00
歯科口腔外科：月〜金曜日 8：30〜11：00

■ 時間外の受付（救急の患者さんに限る）
時間外・夜間・土曜・日曜・祝祭日ならびに年末
年始（12/29〜1/3）は、救急外来で対応いたします。

■ 電話での再診予約および予約の変更
<<予約専用ダイヤル>>　　　平日 13：00〜15：00
　092-541-6369　※歯科口腔外科除く

<<歯科口腔外科直通>>
　0120-541-998

月 火 水 木 金
胃透視 藤田 増原 飯田 増原 坂本 増原 鷲尾 増原 檜沢 増原

内視鏡① 飯田 増原 鷲尾 増原 藤田 増原 檜沢 増原 坂本 増原
内視鏡② 鷲尾 坂本 檜沢 飯田 藤田

九州中央病院専門外来診療担当医表 平成29年４月１日現在

◎新患もしくは再来　○再来

九州中央病院広報誌「きなざっせ」第73号

　平成 29 年1月28日、第1回しめじフェスタを開催しました。
この会は、九州中央病院と地域連携病院の糖尿病患者さんを対象に “楽しく食べ
て動いて考えよう♪” をテーマとして、ヘルシーランチや選べるスイーツビュッフェ、
クイズ大会、食後の運動教室などを行いました。参加した皆様から大変ご好評頂
き、スタッフ一同大変嬉しく思っています。また、ご協力頂きました連携病院の先生・
看護師、その他お手伝い頂きました皆様、本当にありがとうございました。


